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一般社団法人日本地質学会第8回総会開催について

第８回総会を下記の次第により開催いたします．なお，議案については，４月２日の理事会において確定いたしますので，

とりあえず予定としてお知らせいたします．確定版は本誌４月号に掲載いたします．また，代議員には直接メールでご案内い

たします．

（日本地質学会　執行理事会）

2016年５月21日（土）14:15～15:15
会場　北とぴあ　第２研修室（東京都北区王子 1 -11- 1 ）

総会議事次第

１．開会

２．議長選出

３．議案（予定）

第１号議案　2015年度事業報告・決算報告

第２号議案　代議員および理事選挙結果報告

第３号議案　2016年度事業計画

第４号議案　2016年度予算案

４．閉会

同日同会場にて下記の催しが予定されています．

「日本の地質学：最近の発見と応用2016」 時間：11:00～13:00

※これらの情報は，学会ホームページ，メールマガジン等で随時お知らせ致します．

※本年のフォトコンテストの表彰式は，4月23日に地質標本館（つくば市）にて予定しています（展示会：４月19日

（火）～５月22日（日））．

１．定款20条により，本総会は役員ならびに代議員による総会となります．代議員には，総会開催通知とともに総会

に必要な資料等を別途お送りいたします．ご都合で欠席される方は，定款28条第1項にもとづき，議決権行使書お

よび議決権の代理行使（委任状）などにより，総会に出席したものとして議決権を行使することができます．

２．正会員は，総会に陪席することができます．ただし，総会規則12条3項により，許可のない発言はできません．
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2016年３月８日
会員各位

2016年度理事および監事選挙（結果報告）
一般社団法人日本地質学会　
選挙管理委員会　委員長　金澤　直人

一般社団法人日本地質学会選挙規則ならびに選挙細則に基づき，理事および監事選挙を実施いたしました．結果は下記のとおりとなり
ましたので，ご報告いたします．

１．理事選挙（定数：50名）
（1）全国区（定数：43名）
全国区当選代議員からの理事立候補者は定数内（39名）であったため，無投票当選といたしました．

（2）地方支部区（定数：７名，一つの支部区から１名ずつ）
各地方支部区から選出する７名の理事のうち，北海道・東北・関東・近畿・四国・西日本の６支部区は定数を超える立候補はあ
りませんでしたので，無投票当選といたしました．
中部支部区は２名の立候補があり定数を超えたため，中部支部区当選代議員（選挙人）による投票を行いました．

（3）中部支部区理事選挙実施および開票結果

※理事当選者は代議員ではなくなります．当選にいたらなかった候補者は代議員です．

２．監事選挙
監事立候補者は会員から１名，理事会推薦から１名，計２名の立候補届出がありましたが，会員からの候補者は定数内のため，無投
票当選といたしました．

３．理事当選者名簿は次のとおりです． ※任期：2016年総会後～2018年総会まで
（1）理事　46名
全国区選出枠の理事（39名）
立候補者名 所属機関名 所属階層
天野　一男 日本大学 大学
笠間　友博 神奈川県立生命の星・地球博物館 官公庁等
佐々木　和彦 応用地質（株） 会社
矢島　道子 東京医科歯科大学 大学
渡部　芳夫 産業技術総合研究所 官公庁等
川端　清司 大阪市立自然史博物館 官公庁等
坂口　有人 山口大学 大学
田村　芳彦 海洋研究開発機構 官公庁等
星　博幸 愛知教育大学 大学
岡田　誠 茨城大学 大学
清川　昌一 九州大学 大学
斎藤　眞 産業技術総合研究所 官公庁等
西　弘嗣 東北大学学術資源研究公開センター 大学
安藤　寿男 茨城大学 大学
田村　嘉之 千葉県環境財団 会社
松田　達生 NPO法人リアルタイム地震・防災情報利用協議会 会社
山田　泰広 海洋研究開発機構 官公庁等
上砂　正一 環境地質コンサルタント 会社
緒方　信一 中央開発（株） 会社
狩野　彰宏 九州大学 大学
平田　大二 神奈川県立生命の星・地球博物館 官公庁等
辻森　樹 東北大学東北アジア研究センター 大学
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有権者総数 15名

投票用紙発送数 15通

投票総数 13通

有効投票数・無効投票数 有効　13票　／　無効　０票

立候補者名 所属機関名 所属階層 得票数

当選 大藤　茂 富山大学 大学 11

須藤　斎 名古屋大学 大学 2



保柳　康一 信州大学 大学
竹下　徹 北海道大学 大学
市川　八州夫 応用地質（株） 会社
小宮　剛 東京大学 大学
廣木　義久 大阪教育大学 大学
松田　博貴 熊本大学 大学
山本　高司 川崎地質（株） 会社
川辺　文久 文部科学省 官公庁等
杉田　律子 科学警察研究所 官公庁等
内藤　一樹 産業技術総合研究所 官公庁等
楡井　久 NPO法人日本地質汚染審査機構 会社
福冨　幹男 地技研 会社
向山　栄 国際航業（株） 会社
井龍　康文 東北大学 大学
亀尾　浩司 千葉大学 大学
澤口　隆 東洋大学 大学
中澤　努 産業技術総合研究所 官公庁等

地方支部区選出枠の理事（７名）
支部区 立候補者名 所属機関名 所属階層
北海道 沢田　健 北海道大学 大学
東　北 菖蒲　幸男 応用地質（株） 会社
関　東 有馬　眞 放送大学神奈川学習センター 大学
中部★ 大藤　茂 富山大学 大学
近　畿 三田村　宗樹 大阪市立大学 大学
四　国 奈良　正和 高知大学 大学
西日本 仲谷　英夫 鹿児島大学 大学

★中部支部区選出理事は，中部支部区当選代議員による投票により選出．

※理事当選者は代議員ではなくなります．

４．監事当選者名簿は次のとおりです（２名）． ※任期：2016年総会後～2020年総会まで
立候補者名 所属機関名 会員・非会員の別
藤本　光一郎 東京学芸大学 会員
山本　正司 司法書士山本正司事務所 非会員

５．代議員当選者名簿は次のとおりです（既報）． ※任期：2016年総会後～2018年総会まで
（1）全国区代議員（41名）

氏名 所属機関名 所属階層
荒戸　裕之 秋田大学 大学
七山　太 産業技術総合研究所 官公庁等
道林　克禎 静岡大学 大学
吉田　英一 名古屋大学博物館 大学
澤木　佑介 東京工業大学 大学
青木　一勝 岡山理科大学 大学
北村　晃寿 静岡大学 大学
山口　耕生 東邦大学 大学
内野　隆之 産業技術総合研究所 官公庁等
尾上　哲治 熊本大学 大学
高柳　栄子 東北大学 大学
新井　宏嘉 早稲田大学本庄高等学院 小中高
大谷　具幸 岐阜大学 大学
北村　有迅 鹿児島大学 大学
鈴木　寿志 大谷大学 大学
高木　秀雄 早稲田大学 大学
長濱　裕幸 東北大学 大学
中村　教博 東北大学 大学
久田　健一郎 筑波大学 大学
川畑　大作 産業技術総合研究所 官公庁等
西岡　芳晴 産業技術総合研究所 官公庁等
石闢 泰男 富山大学 大学
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稲場　土誌典 国際石油開発帝石（株） 会社
ウォリス　サイモン 名古屋大学 大学
小俣　雅志 （株）パスコ 会社
志村　俊昭 山口大学 大学
菅森　義晃 鳥取大学 大学
高澤　栄一 新潟大学 大学
竹内　誠 名古屋大学 大学
中井　均 都留文科大学 大学
長谷部　徳子 金沢大学 大学
原山　智 信州大学 大学
細井　淳 産業技術総合研究所 官公庁等
松岡　篤 新潟大学 大学
三次　徳二 大分大学 大学
宮崎　一博 産業技術総合研究所 官公庁等
武藤　潤 東北大学 大学
村山　雅史 高知大学海洋コア総合研究センター 大学
山口　飛鳥 東京大学大気海洋研究所 大学
山田　靖司 応用地質（株） 会社
渡辺　真人 産業技術総合研究所 官公庁等

（2）地方支部区代議員（70名）
北海道（４名）
氏名 所属機関名 所属階層
重野　聖之 明治コンサルタント（株） 会社
大津　直 北海道立総合研究機構 官公庁等
和田　恵治 北海道教育大学 大学
横山　光 北翔大学 大学

東 北（４名）
氏名 所属機関名 所属階層
永広　昌之 東北大学総合学術博物館 大学
根本　直樹 弘前大学 大学
平野　直人 東北大学 大学
星出　隆志 秋田大学 大学

関　東（27名）
氏名 所属機関名 所属階層
本田　尚正 東京農業大学 大学
森田　澄人 産業技術総合研究所 官公庁等
河尻　清和 相模原市立博物館 官公庁等
山本　伸次 横浜国立大（前：東京大学） 大学
河村　知徳 石油資源開発（株） 会社
田村　糸子 首都大学東京 大学
方違　重治 国土防災技術（株） 会社
岩部　良子 応用地質（株） 会社
加藤　潔 駒澤大学 大学
小松原　純子 産業技術総合研究所 官公庁等
細矢　卓志 中央開発（株） 会社
荒井　良祐 川崎地質（株） 会社
石川　正弘 横浜国立大学 大学
小田原　啓 神奈川県温泉地学研究所 官公庁等
亀高　正男 （株）ダイヤコンサルタント 会社
佐脇　貴幸 産業技術総合研究所 官公庁等
野々垣　進 産業技術総合研究所 官公庁等
米澤　正弘 渋谷教育学園幕張中学校・高等学校 小中高
青野　道夫 （株）サンコア 会社
荒井　健一 アジア航測（株） 会社
宇都宮　正志 産業技術総合研究所 官公庁等
大坪　誠 産業技術総合研究所 官公庁等
金丸　龍夫 日本大学 大学
高橋　直樹 千葉県立中央博物館 官公庁等
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利光　誠一 産業技術総合研究所 官公庁等
中村　克 応用地質（株） 会社
藤原　靖 神奈川県立向の岡工業高等学校 小中高

中　部（14名）
氏名 所属機関名 所属階層
藤田　将人 富山市科学博物館 官公庁等
椚座　圭太郎 富山大学 大学
佐川　拓也 金沢大学 大学
ジェンキンズ　ロバート 金沢大学 大学
須藤　斎 名古屋大学 大学
豊島　剛志 新潟大学 大学
延原　尊美 静岡大学 大学
平内　健一 静岡大学 大学
山田　桂 信州大学 大学
山本　博文 福井大学 大学
吉田　孝紀 信州大学 大学
纐纈　佑衣 名古屋大学 大学
常盤　哲也 信州大学 大学
林　誠司 名古屋大学 大学

近　畿（７名）
氏名 所属機関名 所属階層
大串　健一 神戸大学 大学
小林　文夫 兵庫県立人と自然の博物館 官公庁等
里口　保文 滋賀県立琵琶湖博物館 官公庁等
竹村　静夫 兵庫教育大学 大学
升本　眞二 大阪市立大学 大学
宮田　隆夫 なし その他
和田　穣隆 奈良教育大学 大学

四　国（１名）
氏名 所属機関名 所属階層
西山　賢一 徳島大学 大学

西日本（13名）
氏名 所属機関名 所属階層
池田　剛 九州大学 大学
太田　泰弘 北九州市立自然史・歴史博物館 官公庁等
奥野　充 福岡大学 大学
向吉　秀樹 島根大学 大学
太田　努 岡山大学地球物質科学研究センター 大学
亀井　淳志 島根大学 大学
佐野　弘好 九州大学 大学
白石　史人 広島大学 大学
闍島　千鶴 佐賀大学 大学
田中　源吾 熊本大学合津マリンステーション 大学
早坂　康隆 広島大学 大学
八木　公史 （株）蒜山地質年代学研究所 会社
山本　啓司 鹿児島大学 大学
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１．三宅賞

対象：地球化学に顕著な業績を挙げた研究者

表彰内容：賞状，副賞として賞牌および賞金

30万円，毎年１名

２．進歩賞

対象：1976年４月２日以降に生まれた方で，

地球化学の進歩に優れた業績を挙げ，将

来の発展が期待される研究者

表彰内容：賞状および賞金10万円，毎年１～

２名

３．応募方法：地球化学研究協会のホーム

ページからダウンロードした申請書に，略

歴・推薦理由・研究業績などを記入し，主な

論文 三宅賞：10編程度，進歩賞：２編程度

１を添えて，下記のあて先へ送付して下さい．

応募書類等は三宅賞及び進歩賞選考のために

のみ用いられます．

４．締切日：2016年８月31日（水）必着

地球化学研究協会ホームページ：

http://www-cc.gakushuin.ac.jp/̃e881147/

Geochem/index.html

なお，ホームページのアドレスは４月以降下

記に替ります．

http://www.geochem-ass-miyake.com

応募書類送付先：〒100-8212 東京都千代田

区丸の内１-４-５

三菱UFJ信託銀行リテール受託業務部公益信

託課

（公益信託）地球化学研究基金　清水　拓

問合せ：電子メールで下記アドレスへお願い

します．

E-mail：hirose45037@mail2.accsnet.ne.jp

または　eitaro1939@yahoo.co.jp

１．東レ科学技術賞

候補者の対象：（1）学術上の業績が顕著な

方 （2）学術上重要な発見をした方 （3）効

果が大きい重要な発明をした方 （4）技術上

重要な問題を解決して，技術の進歩に大きく

平成28年度東レ科学技術賞
および東レ科学技術研究助成

の候補者推薦

2016年度地球化学研究協会
学術賞「三宅賞」および
「進歩賞」候補者の募集

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の募集・推薦依

頼等をご案内いたしま

す．

貢献した方

科学技術賞：１件につき，賞状，金メダルお

よび賞金500万円（２件以内）

締切：平成28年10月７日（金）必着（学会締

切：８月31日）

２．東レ科学技術研究助成

候補者の対象：国内の研究機関において自ら

のアイディアで萌芽的研究に従事しており，

かつ今後の研究の成果が科学技術の進歩，発

展に貢献するところが大きいと考えられる若

手研究者（原則として推薦時45才以下）．本

助成が重要な研究費と位置づけられ，これに

より申請研究が格段に進展すると期待される

ことが要件．

申請の基となった研究が海外で行われていて

も差し支えありません．

研究助成金：総額１億３千万円．１件３千万

円程度まで10件程度とします．

締切：平成28年10月７日（金）必着（学会締

切：８月31日）

＊推薦をご希望の方は，上記学会締切までに

執行理事会宛に応募書類をお送り下さい．

＊各推薦書要旨は，ホームページからもダウ

ンロードできます．（平成28年６月中旬か

ら可）

http://www.toray.co.jp/tsf/index.html

問い合わせ先

公益財団法人東レ科学振興会

〒103-0021

東京都中央区日本橋本石町３丁目３番16号

（日本橋室町ビル７階）

Tel：（03）6262-1655・1656

Fax：（03）6262-1901

E-mail：torayzaidan@tgnts.toray.co.jp 日本と周辺の海域の地質を紹介する「The

Geology of Japan」の出版日がいよいよ近づ

いてきました．出版業務を担当するイギリス

地質学会のHPでは，すでに注文が可能と

なっています．2011年の秋に編集者が名古屋

で集まり，本の詳細について初めて話し合っ

てから結局４年半のマラソンプロジェクトに

なりました．

日本地質学会News（１月号）に掲載され

たレビューで，石渡など（2016）が今までの

日本の地質を紹介する出版物の歴史について

まとめています．全国の地質を網羅する最新

の出版物として朝倉書店の「日本地方地質誌」

のシリーズがあります．四国と東北日本を最

後に2016年中に出版計画が完結する予定で

す．このシリーズは日本の地質学分野にとっ

て貴重な財産ですが，日本列島の地質学的成

り立ち，または日本が代表する島弧の形成に

興味のある海外の研究者も大勢いますので，

日本の地質情報をまとめた英文の出版物の

ニーズも高いと言えます．このニーズに応え

るために，戦後複数の書籍が出版されました

が，最新のものが現れてからすでに25年が過

ぎています．この間，全世界的に地球科学分

野は目覚ましい進歩を成し遂げたと同様に，

紹　介

The Geology of Japan

T. Moreno, S. Wallis, 
T. Kojima & W. Gibbons編

ロンドン地質学会　2016年４月18日発行，

ペーパーバック，536ページ，ISBN 978-1-

86239-743-9，定価£50（会員頒価£37.50）

公募結果

高知大学海洋コア総合研究センター

准教授　氏家由利香

（平成28年４月１日着任）

助教　Myriam KARS

（平成28年４月１日着任）
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Ch. 8: Crustal Earthquakes

Ch. 9: Coastal geology and oceanography 

Ch. 10: Mineral and hydrocarbon resources

Ch. 11: Engineering geology 

Ch. 12: Field geotraverse, geoparks and

geomuseums. 

上記の通り，The Geology of Japanは日本列

島の基盤岩類の形成とテクトニクスとの関係

を紹介した上で，火成作用について解説して

います．また，地質と他の分野とのリンクを

意識し，地震学・土木工学・資源の分野の専

門家にも執筆を依頼しました．さらに，海外

から来日し日本の地質学を代表するような露

頭などを自分の目で確認したい人たちを考え

て，編集者は公共交通機関を使って実施でき

る見学コースを考案しました．コースの案内

はジオパークと地質学に特に深い関係のある

博物館の情報と一緒に第12章でまとめてあり

ます．もう一つの独特な取り組みとして，各

章の最後に，地質学的重要な名称などに関す

る漢字・ローマ字・かなの表記が記してあり

ます．日本語では同じ名称でもローマ字の表

記が異なったり（Sanbagawa－Sambagwaや

Tanba－Tambaなど），変則的な読み方が

あったり（東北地方のOnagawaと秋田県の

Onnagawa Formationなど）しますので，混

乱しやすいです．この問題を少しでも減らす

ために今回のようなインデクスを作成しまし

た．

日本地質学会の企画として「The Geology

of Japan」のような英文書籍を出版すること

日本の地質について数多くの新事実が明らか

になり，多くの研究課題に関する理解が深ま

りました．「The Geology of Japan」はこの

進歩と研究の最前線を海外の研究者に伝達す

るために重要な役割を担うと期待されます．

編集者は日本列島を対象とした地球科学者

70名以上に専門分野に関するレビューを依頼

しました．その内容は次の12章に整理されま

した．

Ch. 1: Geological Evolution of Japan: an

Overview

Ch. 2: Regional Tectonostratigraphy

2a. Paleozoic basement and associated

cover

2b. Pre-Cretaceous accretionary

complexes

2c. Paired metamorphic belts of SW

Japan: the geology of the Sanbagawa

and Ryoke metamorphic belts and

the Median Tectonic Line

2d. Cretaceous－Neogene accretionary

units: Shimanto Belt

2e. The Kyushu－Ryukyu Arc

2f. Izu－Bonin Arc

2g. Hokkaido

Ch. 3: Ophiolites and ultramafic rocks

Ch. 4: Granitic rocks

Ch. 5: Miocene－Holocene volcanism

Ch. 6: Neogene－Quaternary Sedimentary

Successions 

Ch. 7: Deep Seismic Structure

もできましたが，全世界に対するインパクを

思えば，本学会が協力協定を結んだイギリス

地質学会の販売ネットワークと長年にわたる

出版事業の経験を生かすのが良い選択だった

と考えています．イギリス地質学会は2002年

に新しい出版計画として「The Geology of

…」シリーズを開始しました．スペイン，イ

ングランド・ウェールズ，スコットランド，

中央ヨーロッパ，タイ，チリの国・地域はす

でに出版済みです．このシリーズは他の出版

物に比べて幅広い読者層を対象としていま

す．できるだけ多くの人が簡単に手に入るよ

うに，イギリス地質学会はThe Geology of…

のコストを抑え，良心的な販売価格を設定し

ています．今回のGeology of Japanも通常価

格（ソフトカバー）50 GPB（約９千円）の

予定で，日本地質学会の会員であれば特別価

格が適応され，37.50 GBP（約６千円）とな

ります．手頃な値段で入手できる本であれば

こそ，日本の地質学分野の発展への寄与も期

待されます．個人でも研究室単位でも，是非

ご注文ください．なお，上記の値段はすべて

郵送料を含まないことにご注意ください．

最後になりましたが，他の編集者と著者は

もちろん，協力していたいだ査読者や，様々

な形で本企画をサポートしてくださったイギ

リスおよび日本の地質学会の執行部，特に長

年イギリス側で事務局長を務めていた

Edmund Nickless氏と，この４年間日本側で

日本地質学会長を務められた石渡前会長と井

龍現会長に，感謝と敬意をここで表します．

（ウォリス　サイモン・小島知子）

ご好評いただいております，学会オリジナル
フィールドノートは，名入れサービスも承りま
す（有料）。
ビニールコーティングの表紙は，水や摩擦・衝
撃にも強く野外調査に最適です。ぜひご活用く
ださい。
　サイズ：12×19cm．
　中：レインガード紙使用．2mm方眼．
　カバー：ハードカバー，ビニールコティング，
　金箔押し．
　色：ラセットブラウン（小豆色）

東京大
学　地

球惑星
環境学

科

コース
修了記

念

学会オリジナルフィールドノート　好評発売中！

名入れサービス承ります

ご注文・お問い合わせは，学会事務局まで <main@geosociety.jp>

卒業記念やイベントでのグッズに！



くジュラ系層序を順に観察した．この辺りで

お昼近くになり，参加者は朝配られたチョコ

レートやピーナッツなどをつまみながら山を

登り続けた．山中にところどころで見られた

露頭や転石では，キンメリッジ階のサココマ

石灰岩や白亜系最下部の生砕屑性石灰岩を観

察することができた．午後２時を過ぎた頃，

開けた牧草地を下り，降りきったところで谷

を渡った．なんと，その先の牧場に仕掛けが

あった．草地の中にテーブルが置かれており，

そこには暖かいシチューの昼食が用意されて

いた．95％のアルコールを加えたお茶もいた

だいた．みな酔いしれながら，近くの沢で

レート階からエタンジュ階の露頭を観察し，

この日は村の民宿へ戻った．

民宿は建物や調度品も含めて，ほとんどす

べて木でできた落ち着いた造りであった．民

宿のレストランに皆が集まり，夕食会となっ

た．地元の青年たちによる民俗音楽の生演奏

が始まり，ダンスを踊り始めた．しばらくし

て大きな声がした．同じ宿の敷地内に併設さ

れた小さなレストラン兼バーの小屋から炎と

煙が立ちこめたのである．宿の主人はパニッ

クになり，食事とダンスに夢中だった巡検参

加者たちは皆バケツリレーで消火を手伝った

（写真２）．やがて消防車が到着し，火は完全

に消し止められたが，突然の出来事に一同呆

然としていた．しかし，しばらくして落ち着

いたところで，再びダンスパーティーが再開

され，夜はふけていった．

翌日の巡検は，さらに険しい斜面を上り下

りする危険な道のりだった．行き着いた先に

は，バース階最上部からキンメリッジ階へ至

る放散虫岩の連続露頭があった（写真３）．

ここでは放散虫化石による生層序と炭素同位

2015年６月22～25日にかけて，第31回国際

堆 積 学 会 （ 31st IAS［ =International

Association of Sedimentologists］Meeting of

Sedimentology）がポーランド南部の古都クラ

クフ（Kraków）にて開催された．クラクフの

ヤギェウォ大学地質科学教室が中心となり，

ポーランド地質学会，ポーランド科学アカデ

ミー，ワルシャワ大学地質学部の協力のもと

学術大会が実施された．会場はヤギェウォ大

学の大会議場（Auditorium Maximum；写真

１）に置かれた．また大会の前後には計11の

野外巡検，ならびに６つのショートコースが

実施された．開会前夜には，アイスブレー

カー・パーティーがヴァヴェル城を対岸に臨

むヴィスワ川河畔のレストランで催された．

なんと，地質学者で構成されるジャズ・ブ

ルース・バンドWorkaholicの生演奏が行われ，

パーティーは否応なく盛り上がった．

大会前巡検A６：タトラ山地のジュラ系・下

部白亜系（６月21～22日）

筆者はタトラ山地のジュラ系と白亜系下部

統の層序を巡る大会前巡検に参加した．タト

ラ山地は，ポーランド南部とスロバキア北部

にまたがり，カルパチア山脈の西部に位置す

る．地質学的には，先中生代の花崗岩質岩や

変成岩の上位に，白亜紀新世に移動した複数

の中生代ナップ群が重なる構造をなす．この

度の巡検の対象は，その中のクリズナ・ナッ

プ（Krízna Nappe）に含まれるジュラ系～

下部白亜系であった．巡検は道なき斜面を登

りながら始まった．プリンスバッハ階の海綿

骨針を主体とするスピキュライト，トゥアー

ル階のマンガン鉱床，アーレン階のオンコイ

ド卓越層準，バース階のBositra石灰岩と続

体曲線の対比が詳しくなされている（Jach

et al., 2014）．ただし放散虫岩とはいえ，日

本のチャートと比べると，かなり石灰質な岩

相であった．一旦山を下り，沢沿いの露頭で

ティトン階～ベリアス階のミクライト質石灰

岩・泥灰岩を観察し，巡検は幕を閉じた．

学術大会（６月23～25日）

６月23日は朝８時半にヤギェウォ大学の

Michaĺ Gradziński教授が開会を宣言し，大

学の歴史（コペルニクスや前ローマ法王ヨハ

ネ・パウロⅡ世が学んだ歴史ある大学），共催

者・スポンサーを紹介した（写真４）．そして

国際堆積学会会長のAdrian Immenhauser教

授のあいさつ，ポーランド地質学会会長の

Adam Gasiński教授のあいさつが続いた．歴

史ある町らしく，モンゴル軍との戦いで殉死

したラッパ手の逸話にちなんで，会場でもト

ランペットの生演奏が披露された．

３日間にわたって比較的幅広い課題ごとの

分科会が16，さらに的を絞った特別セッショ

ンが25設定された．毎朝最初の２時間は大き

な会場で，招待講演のみが２件発表された．

いずれも興味深いものであったが，特にベル

ゲ ン 大 学 の Wojciech Nemec教 授 の

「Colluvium（崩積土）」の講演は，多くの大

規模露頭の写真を用いた説明で，そのスケー

ルの大きさに引き込まれた．化学分析，同位

体曲線，微細組織観察といった精緻な分析や

顕微鏡観察結果に基づく講演が多い中で，露

頭写真から堆積過程のダイナミズムを見せつ

ける講演は，圧巻であった．教授は，

Colluviumは堆積学の研究対象から外される

ことが多いが，斜面崩壊が災害を誘発するこ

とを考えれば，最も重要な研究対象であるこ
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学協会・研究会報告

第31回国際堆積学会（ポーランド，クラクフ）
参加報告

鈴木寿志（大谷大学文学部）
写真１．会場となったヤギェウォ大学のAuditorium Maximum．

＾

左から，写真２．巡検で宿泊

した民宿で火事が発生した．

写真３．Dĺuga谷のジュラ系

放散虫岩の連続露頭．



午後のポスター会場では，民族衣装に身を包

んだ少年・少女たちがカゴにパンをもって来

場者に配ってくれた（写真５）．ここでもポー

ランドの文化的側面に触れることができた．

岩塩坑での晩餐会（６月24日夕刻）

クラクフ郊外のヴィエリチカ村には，13世

紀以降採掘されてきた岩塩坑がある．学会参

加者はクラクフのバス乗場から複数のバスに

分乗して，ヴィエリチカ岩塩坑を目指した．

入口から坑内へ進むと木造の階段をひたすら

下ることになる．暗い坑内では案内者の誘導

にしたがって，英語の解説を聞きながら進ん

だ．

やがて広々とした場所に出た．聖キンガ礼

拝堂である．それまでの暗い坑道からすると，

いきなり眼前に広場が現れ，今いる場所が地

下約100mの深部とは感じられない錯覚に陥

る．この礼拝堂は壁や天井はもちろんのこと，

浮彫り彫刻からシャンデリアまでが岩塩でで

きている．一通り礼拝堂を見学してから晩餐

会会場の入口へと進むと，今度は楽団の演奏

に迎えられた．入口で配られた食前酒を片手

に，席へと着いた（写真６）．食事が進み，

お酒が入ると，いつの間にかダンスパー

ティーへと突入する．皆が手をつないで大き

な輪を作り踊るスタイルだった．世界中の堆

とを強調されていた．

ヨーロッパの堆積学では，やはり炭酸塩岩研

究が盛んで，多くの分科会・特別セッションが

設定されていた．６月23日の午前中に行われた

Non-marine carbonates: multidisciplinary

approachの特別セッションでは，九州大学

の狩野彰宏ほかの講演があった．トラバーチ

ンに見られる細かい葉理が，藍色細菌が生み

出した日縞であることを明らかにし，太古の

ストロマトライトの葉理構造への応用を示唆

した．Geochemical record of sedimentation

の分科会では，Agnieszka ArabasとJan

Schlöglがカルパチア山脈，Pieniny Klippen

Beltのジュラ系下部統から産したベレムナイ

ト殻の酸素・炭素同位体比を測定し，プリン

スバッハ期後期に寒冷期があることを確証し

た．

一方で，放散虫岩を含む遠洋性堆積岩の研

究は，造山帯の形成過程の解明に鍵を握る岩

石である．主に６月24日のDeep-marine

depositional systemsの分科会で精力的な研

究成果が示された．ロシア科学アカデミーの

Marianna Tuchkovaたちは，シベリアの

Chukotka地塊の構造発達史について，高密

度／低密度重力流との関連から古地理の復元

を試みた．筆者とHans-Jürgen Gawlickは，

北部石灰アルプスにおける放散虫岩の層序

が，カローブ階からキンメリッジ階に至るこ

とを豊富な生層序学データに基づき総括し

た．ヤギェウォ大学のRenata Jachほかは，

タトラ山地のバース階～キンメリッジ階の放

散虫岩・珪質石灰岩層序を検討し，炭素同位

体比曲線，化学層序，放散虫群集変化を明ら

かにした．

６月25日のSequence stratigraphy: eustatic

vs. tectonic control on sedimentationの分科

会では，台湾地質調査所の蘇品如ほかのポス

ター発表があった．彼女らは，台北盆地の地

下堆積構造をボーリング結果から復元し，束

層層序学的視点で解析すると共に，複数の断

層によって切られた台北盆地の構造的特性を

明らかにした．

ポスター発表は，各日のセッションに応じ

て，朝の招待講演後の休憩時間，お昼休み，

午後の休憩時間にそれぞれ開催された．特に

積学者が，国や肩書き，年齢など関係なく連

なって踊る様子は，国際会議ならではの楽し

みである．帰りはさすがに階段を上ることな

く，しかし鉱山仕様のエレベータに揺られて

地上の世界に戻った．

日本からの参加者にとって，６月はまだ前

期の授業期間中でゆっくりしていられない時

期であった．したがって，日本人参加者は慌

ただしく過ごしたようである．しかし，ポー

ランドではすでに夏学期を終えており，学休

期間だという．

ヨーロッパの国際会議の醍醐味は，それぞ

れの国の歴史，言語，文化であろう．この度

のクラクフでの国際堆積学会は，ポーランド

文化に触れる機会が幾度も仕掛けられてい

た．学術交流はもちろんのこと，それに加え

て開催地の文化にどっぷりと浸ることのでき

た学術大会であった．いつの間にか，ポーラ

ンドの大ファンになってしまった．

文献

Jach, R., Djeric N., Gorican, S. and Reháková,

D., 2014, Integrated stratigraphy of the

Middle-Upper Jurassic of the Krízna nappe,

Tatra Mountains. Ann. Soc. Geol. Poloniae,

84, 1-33.
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左から，写真４．開会を宣言するヤギェウォ大学のMichaĺ Gradziński教授．写真５．ポスター会場でパンを給仕してくれた民族衣装の少年少

女．写真６．地下100mのヴィエリチカ岩塩坑内での晩餐会．

第11回国際化石藻類シンポジウム開催報告

井龍康文（東北大学）・松田伸也（琉球大学）・浅海竜司（琉球大学）

2015年９月14日～18日に，琉球大学で開催

された第11回国際化石藻類シンポジウム

（11th International Symposium on Fossil

Algae）に関して報告する．国際化石藻類シ

ンポジウムは，４年１回開催される国際シン

ポジウムであり，いわゆる石灰藻に関する最

新の研究成果の発表と情報交換の場となって

いる．2011年９月にルーマニアのクルジュ＝

ナポカで開催された第10回シンポジウムで，

2015年沖縄開催が決定され，慣例により2011

～ 2 0 1 5 年は井龍が国際化石藻類学会

（International Association of Fossil Algae）

会長を努めた．今回のシンポジウムは，1999

年に南京で開催された第７回シンポジウムに

次いで，アジアで２回目の開催であり，現生

サンゴ礁が発達する沖縄の特徴を活かしたプ

ログラムを心がけた．参加者は，海外から８

名（４カ国），日本から５名であった（写真

１）．

14日と15日は，プレシンポジウム巡検で

あった．14日は，午前10時に琉球大学研究者

交流施設・50周年記念館に集合し，少し早め



介した．午後には，“Morphology vs.

molecular evidence in determining algal

taxonomy and phylogeny”と題するセッ

ションを開催した（写真３）．このセッショ

ンは，新生代における主要な石灰藻であるサ

ンゴモ（紅藻）の分類に関し，伝統的に行わ

れてきた形態に基づく分類および系統復元

と，近年の分子系統学に基づく研究成果の間

に矛盾があることが指摘されており，この問

題に関して集中して議論することを目的する

ものであった．まず，加藤亜記博士（広島大

学）が分子系統学に基づく無節サンゴモの分

類に関するレビューを発表した．これに対し

て，ヨーロッパの研究者が古生物学的立場か

ら研究成果の発表と意見の表明を行った．こ

の後，サンゴモの分類と系統のセッションに

移り，１件の発表を行ったところで，16日の

予定を終えた．

17日には，サンゴモの分類と系統のセッ

ション（昨日からの続き）で２件，石灰藻と

堆積物のセッションで４件，珪藻および褐藻

のセッションで２件の発表が行われた．17日

の午後には総会を開催した．まず，今回のシ

ンポジウムの成果を中心にして，国際化石藻

類学会のメンバーの研究成果を国際誌の特集

号として出版することが決定された（その後，

井龍とフェラーラ大学のDavide Bassi教授が

ゲストエディターを努め，Island Arcから出

版することとなった）．次に，第12回国際化

石藻類シンポジウムを2019年９月にインドの

の昼食をとり，泡瀬干潟に向かった．ここで

は，イソスギナを主体とする海草群落を観察

した．カサノリ目の藻類は，古生代後期～中

生代の礁・炭酸塩プラットフォーム堆積物に

豊富にみられる重要な炭酸塩生産者である．

春の密生期ほどではないが，直径30 cmにも

達する個体群もみられ，参加者は興奮気味に

写真を撮影していた（写真２）．その後，読

谷村の残波岬に移動し，琉球層群の巨大石灰

藻球（サンゴモ球）を観察した．琉球列島で

は第四系の礁前縁深部～陸棚堆積物が陸上に

広く露出しているが，そのようなことは非活

動縁辺域ではありえないことで，参加者は目

の前にある（サンゴ礁海域の中では）深海の

堆積物を熱心に観察していた．

15日は，那覇市のダイビングショップのツ

アーを利用して，慶良間諸島にサンゴ礁の地

形・生物観察に出かけた．同諸島は琉球列島

の中で最もサンゴ礁がよく保全されているこ

とで有名であり，2014年３月５日には慶良間

諸島国立公園に指定された．利用したダイビ

ングショップは，ガイドが英語に堪能であっ

たため，参加者は全く不便を感じることなく，

サンゴ礁の観察ができた．

16日と17日には，琉球大学研究者交流施

設・50周年記念館でシンポジウムを行った．

16日は，午前中に，井龍が“Cenozo i c

geohistory of the Ryukyu Island Arc: a

review”と題する講演を行い，琉球列島の

新生代地史に関する最新の知見と問題点を紹

ラクナウにあるBirbal Sahni Institute of

Palaeobotanyで開催することにし，慣例に従

い2015～2019年は，次のシンポジウムのホス

トを努めるAmit Kumar Ghosh博士が国際化

石藻類学会の会長を務めることになった．17

日の夜には，送別の宴を開催した．参加者一

同，琉球料理に舌鼓をうち，琉球民謡のライ

ブを楽しんだ．最後に，４年後，インドでの

再会を約束して解散とした．

18日には，１日巡検を行った．まず，首里

城を訪れ，琉球の歴史と文化に触れてもらっ

た．昼食後，沖縄本島南部の２露頭を訪れ，

琉球層群の岩相とその累重パターンを観察し

た．その後，全員をホテルに送り届け，全て

の予定を完了した．

今回のシンポジウム参加者は，前回の半分

程度である．これは，日本という遠隔地での

開催というマイナスの要因だけでなく，化石

藻類の研究者が高齢化しており，人口が減少

していることを反映している．また，沖縄本

島南部では，重要な露頭（採石場）が産業廃

棄物の最終処分場として利用され，露頭が失

われたり，アクセスできなくなったりしてい

る．琉球列島の炭酸塩堆積物は，地質学的に

極めて重要であり，その適切な保全が強く望

まれる．最後に，本シンポジウムを後援して

いただいた日本地質学会に記して謝意を表す

る．
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左から，写真１．第11回国際化石藻類シンポジウム参加者．５カ国から13名が参加した．写真２．泡瀬干潟で，イソスギナを主体とする海草群

落を観察するシンポジウム参加者．写真３．琉球大学研究者交流施設・50周年記念館でシンポジウムの様子．発表を行っているのは，グラーツ

大学（オーストリア）のWerner Piller教授である．
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地質災害から免れることはできません．また，気候のうえでは，
亜熱帯から冷帯にまたがっており，台風，集中豪雨，豪雪の影
響も受けます．このような国で安全に生きて行くためには，ま
ず，全国民が日本列島で起こりうるジオハザードに関して，知
識と理解を深めることが大切です．さらに，前記のジオハザー
ドは，地質学的な時間スケールでは，ほぼ“定期的”に発生し，
かついったん災害が起きると，その被害は極めて甚大なものに
なります．したがって，教育ではあらゆる面での防災教育が必
要不可欠であり，その充実を強く要望いたします．とくに自然
災害における防災教育については，ジオハザードの現象面だけ
を皮相的に教えるのではなく，科学的な側面にまで踏み込んで
真に理解させることが，あらゆる事態に対応する上できわめて
重要です．このようなジオハザードに関する理解は中学レベル
では不十分であり，いまや進学率がほぼ100%となっている高
校での教育が必須です．しかしながら，ジオハザードの科学面
を教える唯一の教科である地学の履修率は，「地学基礎」です
ら約30%，「地学」に至っては１%程度と低迷しており，ジオハ
ザードに関する高度な理解ならびに防災意識の国民的共有は難
しい状況にあります．
また，行政や企業活動におかれましては，地質学データの尊

重と有効活用を強く要請いたします．現在，多くの市町村で，
津波堆積物や地震災害の調査が行われておりますが，このよう
な過去のジオハザードや地域の地質学的情報を考慮した防災計
画の立案とそれに基づく都市計画を強く推奨します．そのため
には，学術研究の成果や国・自治体におけるハザード調査や地
盤ボーリング等の知見を散在させず，ワンストップで共有する
事ができるデータポータルが整備公開されるべきです．府省の
壁を越えた官と産学がそれぞれの情報を，その意味や価値が誰
にでも分かりやすく解説された上で，オープンデータとして開
かれることが，ジオハザードの知識と理解を深め，将来の被害
を確実に減少させると信じております．そのための法整備等も
視野に入れ，本学会としても必要な活動を着実に進める所存で
す．
関係諸機関が，本声明に耳を傾けてくださり，わが国が国土

の安全と国民の安心を図る国となるよう，尽力されることを切
に要望いたします．

プレスリリース：

東日本大震災から５年を迎えるにあたって

日本地質学会（会長　井龍康文）は、東日本大震災から５年
を迎えるにあたって，改めて震災に関する記憶の風化を防ぎ，
防災意識を一層高めるため，表記の声明を発表（プレスリリー
ス）致しました．

-----------------------------------以下全文掲載-----------------------------------

平成28年３月４日

東日本大震災から５年を迎えるにあたって

一般社団法人日本地質学会
会長　井龍康文

東日本大震災から，早くも５年が経ちました．あの日，1000
年に一度と言われる大地震が発生しましたが，先の宮城県沖地
震を契機に改正された建築基準法が奏功し，建物の被害は甚大
ではありませんでした．しかし，その直後の大津波により，多
くの人命と財産が失われてしまいました．さらに，福島第一原
子力発電所の事故が，地震と津波の被害に重なり，被害の質と
量の拡大を招いてしまいました．
この規模の地震と津波が周期的に東北日本を襲ってきたこと

は過去の地質学的証拠から知られていたことでした．日本地質
学会は，この重要な知見が政治や行政，企業活動に十分に活か
されて来なかったことが，被害の拡大につながったことを東日
本大震災発生直後から指摘してきました．ここに，東日本大震
災から５年を迎えるに際し，改めて震災に関する記憶の風化と
防災意識の低下を阻止するために，声明を発表いたします．
日本は４つのプレート境界に位置する，すなわち，変動帯の

上にある国です．そのため，地震や津波，火山活動に起因する

意見・提言

（上）干上がったウユニ湖／（下）ウユニ湖の下方に分布する水

写真・文：ウォリス　サイモン（名古屋大学環境学研究科地球惑星科学教室）
撮影場所：ボリビア，ウユニ塩湖

（写真上）ウユニ塩田にあるIsola Pescadoで撮影．観光客の道からかなり離れた場所．塩田の表面は熱の膨張によって皺と小
さい衝上断層を形成している．写真右側の崖にはベージュ色のtufaの炭酸塩岩２層が見える．炭酸塩岩層はかつて存在してい
たウユニ湖の水面の高さを示している．固い塩田が荒れた海のように見え，また写真からウユニ湖の水位低下と消滅の記録を
見て取れることが地質学的に面白い．

（写真下）ウユニ湖の東北部で撮影．白い岩塩層の下に塩分の濃い湖水がある．手を入れると10 cm程度の大きな塩の結晶を手
にすることができる．多くの車は薄い岩塩層の上を移動していることを分かりやすくするために背景に車も撮影した．写真が
示す不安感と色合いが気にいっています．

表紙紹介



少し遅くなってしまったが，本稿で，日本地質学会第122年
学術大会（長野大会：2015年９月11日～13日）における国際交
流活動を報告する．
長野大会において，日本地質学会と台湾地質学会の学術交流

協定が締結された．台湾地質学会からは，会長の劉　瑩三
（Ying-San Liou）博士（国立東華大学），学会事務局長の王
國龍（Kuo-Lung Wang）博士（中央研究院地球科学研究所），
それに国際交流担当の林　殿順（Andrew Tien-Shun Lin）博
士（国立中央大学）の３名が来日し，メルパルク長野における
学術交流協定締結式および懇親会に参加した（９月11日）．３
名は学術大会にも出席され，林博士は国際シンポジウムで講演
を行なっていただいた．

長野大会では，「東アジアのテクトニクスと古地理」および
「法地質学の進歩」という２つの国際シンポジウムを開催した．
海外からの招待講演者は，前者が４名（イギリスから２名，タ
イおよび台湾から各１名），法地質学が３名（イギリスから２
名，アメリカから１名）であった．
日本列島の誕生を語るためには，古生代の地質情報が必要不

可欠である．しかしながら，当時の古地理についてまだ諸説が
あり，共通見解に至っていない．９月12日に開催された国際シ
ンポジウム「東アジアのテクトニクスと古地理」は，国内およ
び近隣国の古生代地質の専門家を招聘し，東アジアの地質構造
発達史という大枠の中で，日本の基盤岩類の形成はどう位置づ
けるかについて話しあうために企画されたものである．本シン
ポジウムでは，特に古生物学情報から推定される古環境とジル
コンなどの砕屑粒子のU-Th-Pb年代学という２つの手法に焦点
を当てたが，両データ群を整合的に説明できる地質学的復元の
重要性が実感された．本シンポジウムは日本古生物学会と共催
で行われた．また，イギリスのMark Williams教授（レスター
大学）が代表を務めるLev e r h u lm e財団プロジェクト
「Assembling the early Palaeozoic terranes of Japan」からも
支援をいただいた．本シンポジウムでは，日本地質学会が学術
交流協定を締結している学会との関係を生かして，日本の周辺
の国から数多くの貴重な地質情報を入手でき，非常に有益なイ
ベントであったと総括される．

９月13日に開催された国際シンポジウム「法地質学の進歩」
では，わが国では未だに認知度が高いとは言えない法地質学の
発展を目指して，実例を交えて法地質学のこれまでの成果と今

後の展望について情報共有が行われた．本シンポジウムは国際
地球科学連合法地質学イニシアチブ（IUGS-IFG）との共催で
行われ，海外からの招待研究者の来日費用の一部はIUGS-IFG
により援助された．IUGS-IFGは2011年の設立以来，世界各地
でシンポジウムや教育活動を行ってきたが，アジア地域では初
のシンポジウム開催であった．海外からの参加者と国内の法地
質学研究者との交流も行われ，今後の日本における法地質学の
発展のためにも大変有意義なイベントとなった．

学術大会最終日（９月13日）には，海外からの参加者を１日
巡検に招待した．参加者は，林博士および同婦人，David
Siveter教授（レスター大学），Williams教授，地質学会からは
会長の井龍，長野大会実行委員会事務局長の保柳，事務局の橋
辺・細川が参加した．あいにく，当日は，国際シンポジウム
「法地質学の進歩」の開催日であったため，同シンポジウムの
参加者は，１日巡検には，参加できなかった．巡検では，まず，
長野市立博物館戸隠地質化石博物館を訪問した．この博物館は，
廃校になった長野市立柵小学校を丸ごと利用したもので，信州
の自然史を解りやすく解説した展示が印象的であった．また，
展示物の解説担当ボランティアの方々の解説と応答は非常に的
確であった．貝形虫の専門家であるSiveter教授は，戸隠地域
から新種として報告された貝形虫の展示と解説に御満悦であっ
た．次に，戸隠神社を訪れた．同神社は，「奥社・中社・宝光
社・九頭龍社・火之御子社の五社からなる，創建以来二千年余
りに及ぶ歴史を刻む神社」（戸隠神社HPより）であり，多くの
参拝客で賑わっていた．特に，Williams氏は神道と神社に関心
を持たれたようで，日本人の宗教観について時間をかけて説明
した．その後は，初秋の信州路の景観を楽しみつつ，善光寺前
の精進料理の「淵之坊」へと異動した．「淵之坊」は宿坊で，
昼食の時間帯には，宿泊客でなくても精進料理を味わえる．こ
こで，「法地質学の進歩」の参加者と合流して，精進料理を味
わった．胡麻豆腐や蕎麦などが海外からの参加者に好評だった．
また，玄関には「牛」をキャラクターにしたお土産などあり，
海外からの参加者は「牛に引かれて善光寺参り」のいわれを興
味をもって聞いていた．ここでの昼食をもって巡検の解散とし
たが，昼食後に善光寺を訪れた方が多かったようである．

このように，長野での学術大会では，２つの国際シンポジウ
ムが開催され，大会期間中には台湾地質学会との学術交流協定
を締結することができた．今後，国際交流をさらに活性化し，

日本地質学会が東アジアの地質
学をリードする存在となるよう
活動を続けて行きたい．
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海外の学術団体との協力・交流活動をご紹介します

日本地質学会第122年学術大会（長野大会）における国際交流活動報告
国際交流担当理事　ウォリス・サイモン（名古屋大学）

写真左から，写真１）日本地質学会

と台湾地質学会の学術交流協定締結

式．劉　瑩三台湾地質学会会長（左）

と井龍康文日本地質学会会長（右）．

写真２）台湾から記念としてスワロ

フスキーがあしらわれた陶器の茶器

（タンブラー）が贈られた



大韓地質学会の招きにより，昨年（2015年）の10月28日から
31日に済州島で開催された2015 Fall Joint Conference of
Geological Science of Koreaに参加した．（ただし，学会行事お
よび発表は28日と29日に集中して開催）．日本地質学会と大韓
地質学会は，2007年以来，互いに隔年で学術大会を表敬訪問し
ており（ただし，2011年の訪問はなし），2015年度は，日本地
質学会が訪問する側であった．会場は，Ramada Plaza Jeju
Hotelという豪華リゾートホテルであった．

会議初日（28日）に，昼食をとりながら，大韓地質学会会長
であるCHEONG Dae-Kyo教授と会談した．その際，大韓地質学
会は2024年の万国地質学会（International Geological Congress）
に立候補したいので，日本地質学会に協力をして欲しいとの要
請があった．特に，巡検に関しては，10コースを提案して欲し
いとのことであった．これに対して，日本地質学会は大韓地質
学会と学術交流協定を締結しており，執行理事会に諮ったうえ
で，可能な限りの協力をすると回答した．なお，2024年の万国
地質学会に対しては，ロシア，ドイツ，イングランド，デン
マーク，カザフスタンが立候補の意思を表明しており，激戦と
のことであった．その他には，これまでの交流実績と今後の交
流に関して意見を交換し，両国の交流をさらに発展させること
で合意をみた．特に，主に学生を対象とした巡検の相互受け入
れや両学会の学術大会で開催される国際シンポジウムへの研究
者の相互招聘を活発化することで意見の一致をみた．

29日の午後には，大韓地質学会の総会が行なわれた．私は，
日本における地質学の諸分野の最新の研究成果と研究動向を紹
介する講演をするように依頼されていたので，これを行った
（The current research trends and activities of geology in
Japan）．本講演に際しては，地質学会の各専門部会から，自ら
の学問分野における最新の研究成果をまとめたスライド（パ
ワーポイント）の提供を受けた．ここに記して謝意を表する次
第である．講演は好評で，懇親会の際に，数人の中堅研究者か
ら質問を受けた．なお，総会では，大韓地質学会との学術交流
協定締結のために本会議に参加していた日本地球化学会会長で
ある川幡穂高氏も招待講演を行った．29日の夜には，懇親会に
招待された．懇親会は，バイキング方式で行なわれたが，日本
でおこなわれるような立食パーティーではなく，着席パー
ティーで行なわれ，豪華な料理が供された．日本地質学会第
119年学術大会（2012年大阪大会）の懇親会に参加されたYU
Kang-Min教授（当時の大韓地質学会会長）から，「韓国では立
食形式の懇親会は考えられない」と聞き，習慣の差を感じたこ

とがあったが，なる
ほどと思った次第で
ある．以上の公式行
事以外の時間帯には，
私の専門分野である，
古気候・古海洋，第
四紀地質分野の講演
を聴き，ポスター発
表を見るように心が
けた．ほぼ全ての講
演・ポスターで使用
言語は韓国語であっ
たが，図やグラフを
通じて，内容の概要
を把握することがで
き，科学は人類に
とって，共通言語の
一つであることを再
認識した．韓国は海
洋地質の調査・研究に力を入れており，朝鮮半島周辺海域の海
洋地質に関する講演・発表が充実していた．また，地層処分に
関連したセッションでは，本学会の吉田英一会員の話題
（Geological characterization of the fault for defining exclusion
feature in crystalline rocks around radioactive waster
repositories）が注目された．また，日本地質学会リーフレッ
ト４「日本列島と地質環境の長期安定性」が，日本における地
層処分に関する研究例として紹介された．

30日は，吉田英一会員とともに済州島の地質巡検に招待され
た．案内をして下さったのは，KIM Young-Seog教授とCHAE
Byung-Gon博士であった．済州島は火山の島で，この島にある
漢拏山（ハルラサン；標高1,950 m）は韓国の最高峰である．
2010年には，済州島全域が「済州島ジオパーク」として世界ジ
オパークネットワーク（GGN）に認定されている．巡検では，
万丈窟（マンジャングル），城山日出峰（ソンサンイルチュル
ボン），サングムブリ等を訪れた．マンジャングルは世界最長
の溶岩洞窟で，壁には溶岩が流下した際に形成された，平行な
筋が無数に認められ，他の成因による洞穴とは異なった景観を
呈していた．また，随所で，溶岩石筍などの溶岩洞窟に特有の
さまざまな地形や生成物をみることができた．昼食を挟んで，
済州島の東南端にあるソンサンイルチュルボン（標高182 m）
に登った．この山は，10万年ほど前に形成された火山で，頂上
ではかつての噴火口跡（直径約600 m）をみることができた．
サングムブリは，韓国語で「凹んだところ」という意味で，漢
拏山斜面に形成された，直径750 mほどの火口の跡である．訪
れた当時は，一面がススキで覆われており，美しい景観を味わ
うことができた．

大韓地質学会と日本地質学会の交流は，確実に発展しつつあ
る．政治のうえでは，問題の多い日韓関係であるが，われわれ
は地球科学者として相互の交流に努め，研究を発展させるよう
に尽力すべきである．今回の韓国訪問が，そのための１ステッ
プとなれば幸甚である．
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2015 Fall Joint Conference of Geological Science of Korea参加報告
会長　井龍康文（東北大学）

写真２）ソンサンイルチュルボン頂上の展望台での記念撮影．左より，

KIM Young-Seog教授，井龍，吉田英一会員．

写真１）10月29日の午後に行われた大

韓地質学会の総会で発表を行った

CHEONG Dae-Kyo大韓地質学会会長．
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第 7 回惑星地球フォトコンテスト
入選作品展示会

●地質標本館（茨城）（地質標本館
2016年春の特別展・第７回惑星地球
フォトコンテスト入選作展示会「地
球写真の世界」）
産業技術総合研究所地質調査総合セ
ンター 共催
日程：2016年４月19日（火）～５月
22日（日）
場所：地質調査総合センター　地質
標本館（茨城県つくば市）
本年の入選作品の展示は，「地質

写真コンテスト」（地質調査総合セ
ンター主催）の入選作品とあわせて標本館にて地質標本館2016
年春の特別展「地球写真の世界」として開催いたします．お誘
いあわせのうえ，是非ご来場下さい．
＊４月23日（土）には，コンテスト表彰式および，白尾元理審
査委員長による特別講演会「地球を見た！撮った！」を開催い
たします．

●銀座プロムナードギャラリー（東京）
日程：2016年６月11日（土）午後～25日（土）午前
場所：銀座プロムナードギャラリー（中央区銀座４丁目　東銀
座地下歩道壁面）

http://www.photo.geosociety.jp/

2016年の「地質の日」学会関連のイベントをご案内します．
イベントの情報は，学会HP< http://www.geosociety.jp>で
随時更新していますので，あわせてご覧下さい．

★フォトコンテスト入選作品展示会

「日本の地質学：最近の発見と応用2016」
Recent progress in geological science
in Japan, 2016

主催：一般社団法人日本地質学会
日時：2016年５月21日（土）11:00～13:00
会場：北とぴあ第２研修室
プログラム（順番は変わる可能性があります）
池原 研｠・宇佐見和子（産業技術総合研究所）・金松敏也
（海洋研究開発機構）：海底堆積物に残された地震・津波
の記録：陸上記録との統合的解釈の重要性

宮川歩夢・大坪　誠（産総研）：力学情報に基づく断層活動性
評価手法－地殻応力と断層姿勢に基づく評価の可能性と意
義－

吉田英一（名古屋大学）：ツノガイ球状コンクリーションの成
因と形成速度

兵頭政幸（神戸大学）：間氷期MIS 19の千年スケールの磁
気・気候層序：冷夏―地磁気逆転―猛暑の晩夏

本講演会への参加は，CPDの対象となります（CPDH：２単位）．
参加費：会員無料，非会員500円．

当日は，同会場にて以下の行事が予定されています．

★日本地質学会講演会

・一般社団法人日本地質学会第９回総会（14:15～15:15）
※正会員は，総会に陪席することができます

問い合わせ先（世話人）
斎藤　眞（常務理事）・竹内　誠（行事委員長）
e-mail；main@geosociety.jp

★街中ジオ散歩in Tokyo

「国会議事堂の石を見に行こう」

主催：一般社団法人日本地質学会，一般社団法人日本応用地質
学会
後援：一般社団法人東京都地質調査業協会（予定）
日時：2016年５月14日（土）
１回目　10:00～11:30
２回目　14:00～15:30
見学場所：国会議事堂衆議院内（東京都千代田区永田町）
案内者：乾　睦子（国士舘大学），中澤　努（産業技術総合研
究所）
趣旨：今年はなかなか見ることのできない，国会議事堂の石の
見学会を企画しました．国会議事堂の建設にあたっては日本中
から石材が集められ，日本の地質が変化に富んだものであるか
を改めて感じることができます．

会費：一般1,500円，小中学生500円（保険代含む，小中学生は
保護者同伴）
募集人員：各回25名（定員を超えた場合は，締切後抽選）
募集期間：４月４日（月）～15日（金）
対象：参加資格は特にありません．今回は会員の参加も受け付
けます．

申込に際しての注意事項（重要）：
１）申込の際に必ず希望の回を明記してください．
２）会員については両主催学会合わせて25名程度を予定してお
り，募集期間終了後に抽選とさせていただきます．

３）事前に氏名や連絡先等を含む見学者名簿を見学先に提出し
ます．

４）見学会当日は，一部を除いて写真撮影はできません．
５）申込時には保険加入や名簿作成のために必要な情報をお知
らせ頂きます．申込項目には漏れなく記入をお願いします．
記入頂けない場合は，お申込は受付できません．

６）中学生以下の方は保護者同伴でお申込下さい．
７）お申込いただいた方は上記事項に同意していただけたもの
とみなします．

申込方法：上記注意事項をよくご確認のうえ，FAXまたは
WEB専用申込フォームからお申し込み下さい（お電話でのお
申込はお受けできません）．FAXでお申込の場合は，必ず，１．
参加を希望する回，２．氏名（ふりなが），３．メールアドレ
ス，４．連絡先住所，５．電話番号（緊急連絡先），６．生年
月日，７．性別，８．会員・非会員の別を明記して下さい．
（注）参加者へは，４月中に参加票（ハガキ）をお送りします．
抽選の場合も当選の発表は，参加票の発送をもって代えさ
せて頂きます．

申し込み・問い合わせ先：
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日本地質学会（担当　細矢）
TEL：03-5823-1150 FAX：03-5823-1156
専用申込フォーム
<http://www.photo.geosociety.jp/geosanpo2016.html> 

リア大爆発の実像のみならず，その現象が，後の地球生物環境
の変遷に及ぼした影響を正しく評価できるはずです．今回の講
演では，中国やモンゴルでの野外調査のデータも紹介しながら，
カンブリア紀の海洋環境の変遷をわかりやすく紹介します．

主催：地学団体研究会大阪支部・日本地質学会近畿支部・大阪
市立自然史博物館
日時：2016年５月８日（日）13:30～15:30 （受付は12:30～）
場所：大阪市立自然史博物館　講堂
講師：江闢洋一氏（大阪市立大学 大学院理学研究科 地球学科
教授）
申込み：不要
※講演の手話通訳を希望される方は，４月19日（火）までに，
博物館までご連絡ください．

問い合わせ先：大阪市立自然史博物館・地史研究室・塚腰
TEL：06-6697-6221 FAX：06-6697-6225
E-mail：monitor@mus-nh.city.osaka.jp

★近畿支部　第33回地球科学講演会

第33回地球科学講演会
「カンブリア大爆発のあとさき」

５億数千万年前，古生代最初のカンブリア紀と呼ばれる時代
の前半には，現在海洋中で生息する主要な動物の祖先型がすで
に出現していました．その時期に生じた「カンブリア大爆発」
と呼ばれる現象はあまりにも有名です．しかし，その前後での
地球生物環境の様子はあまり知られていません．カンブリア紀
の前半に，地球の海洋生物相はどのように移り変わっていった
のでしょうか．時代背景や移ろいを知ることによって，カンブ

関東支部では，下記のように支部総会及び地質技術伝承講演
会を開催いたします．
日時：2016年４月16日（土）14:00～16:45
場所：北とぴあ７階　第１研修室（東京都北区王子１-11-１；
JR京浜東北線王子駅北口徒歩２分，東京メトロ南北線王子駅５
番出口より直結）

プログラム
13:30 受付開始
14:00～15:40 地質技術伝承講演会
共催：（一社）関東地質調査業協会
講師：萩原育夫氏（サンコーコンサルタント（株）調査技術部
部長）
演題：「数値解析手法を用いた岩盤斜面の崩壊挙動評価」
参加費：無料，どなたでも参加できます．CPD単位取得可能
（1.5）
申し込み方法：公開中のジオ・スクーリングネットによる登録

または学会へのFAX，下記担当幹事へのe-mailにて受け付けま
す．
１）ジオ・スクーリングネット
<https://www.geo-schooling.jp/>

２）関東支部幹事　加藤　潔（駒澤大学）
<kiyoshi.katoh@gmail.com>

３）日本地質学会関東支部気付　関東支部
FAX：03-5823-1156

15:50～16:45 関東支部総会
１）支部功労賞授与式
２）2015年度　活動報告・会計報告
３）2016年度　活動方針・予算報告
※関東支部会員の方で総会に欠席される方は委任状をお願いし
ます．
委任状送付方法：
○郵送またはFAXの場合は下記にお送りください．
〒101-0032 東京都千代田区岩本町２-８-15 井桁ビル６F日
本地質学会事務局気付 関東支部事務局 FAX：03-5823-1156
○E-mail送付の場合
関東支部のメールアドレス（kanto@geosociety.jp）へ委任状
をご返信下さい．メールによる委任状の締切は４月15日（金）
午後６時までです．

☆関東支部
お知らせ

2016年度総会・地質技術伝承講演会開催のお知らせ

支部コーナー

関東支部総会委任状

2016年４月16日（土）開催の日本地質学会関東支部総会に出席できませんので，当日一切の議決権を　　　　 君

（又は，議長）に委任します（空欄の場合は議長とします）．

日付　2016年　　　月　　　日

住　　所：

会員氏名：
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井章司・金　周龍
白山火山の活動史を明らかにするために，年代学的研究を

行った．噴火年代を調べるために熱ルミネッセンス法および
フィッション・トラック法を用いた．結果はK－Ar法による既
報と一致したが，いくつかの新データは活動期の時代区分の再
考が必要となることを示した．またジルコンの結晶晶出年代を
U－Pb法，およびU－Th放射非平衡法により求めたところ，ジル
コンの結晶晶出は活動期を通し概ね定常的に続いていた．結晶
晶出年代と噴火年代の比較により推定した噴火前の滞留期間と
噴火規模には相関があった．白山の噴火規模は時代に伴い小さ
くなっていることが知られているが，これは火山としての活動
度の低下ではなく応力場の変化によるものと推定した．

Key Words : 熱ルミネッセンス法，フィッション・トラック法，
ウラン－トリウム放射非平衡年代測定，LA－ICP－MS, 白山火山

3．A new Lower Triassic （Induan） Jerus Limestone
locality in northwest Pahang, Peninsular Malaysia:
Conodont fauna, depositional and tectonic settings
Ian Metcalfe

マレー半島パハン北西部の下部三畳系（インドゥアン）ジェラ
ス石灰岩の新産地：コノドント群集からみた堆積環境ならびに
テクトニクスの位置づけ
マレーシア半島パハンのラウブ北部に露出する石灰岩は，ベ

ントン－ラウブ縫合帯とスクタイ弧テレーンの最西縁部に挟ま
れており，後期ディネリアン（後期インドゥアン）のコノドント
群集を産出する．Neospathodus dieneri Sweet（morphotypes
１, ２ and ３）とNeospathodus pakistanensis Sweetが共産す
ることから，Neospathodus dieneri帯のNeospathodus dieneri
morphotype ３亜帯を示す．採取された石灰岩は，チェロン村
ならびにジェラス村近郊に露出するジェラス石灰岩の北方延長
部に相当し，ジェラス石灰岩の分布がこれまで確認されていた
よりも著しく北方に延長されることを示している．ジェラス石
灰岩は半遠洋性堆積物で，前期－中期三畳紀のパレオテチスの
東方への沈み込みにともなって形成された付加体の上位に発達
した前縁堆積盆地あるあいは前弧海盆で形成された堆積物と解
釈される．

Key Words : 下部三畳系，インドゥアン，ディネリアン，マ
レー半島，ベントン―ラウブ縫合帯，スクタイ弧

4．Mineral chemistry of a Cenozoic igneous complex,
Urumieh－Dokhtar magmatic belt, Iran: Petrological
implications for plutonic rocks
Maryam Honarmand, Nematollah Rashidnejad Omran, Franz
Neubauer, Ghasem Nabatian, Mohammad Hashem Emami,
Manfred Bernroider, Jamshid Ahmadian, Mohammad
Ebrahimi, Xiaoming Liu

イラン，Urumieh-Dokhtar火成岩帯の新生代深成複合岩体の鉱
物組成：深成岩類の岩石学
Urumieh－Dokhtar火成岩帯の新生代火成岩類の一つである

Niyasar深成複合岩体について詳細な記載岩石学・鉱物学的研
究を行った．Niyasar火成複合岩体は始新世から漸新世のマ
フィック岩と中新世の花崗岩類からなる．Niyasar火成複合岩
体とその接触変成帯から採取した11試料について鉱物組成を分

Vol. 25  Issue 2（March）

［Research Article］
1．Petrogenesis and geodynamic significance of the Ganhe
Formation lavas, eastern Great Xing’an Range, China:
Evidence from geochemistry and geochronology
A-lei Gua, Jing-gui Suna, Ling-an Bai, Yong Zhang, Pei-long
Cui, Peng Chai, Ke-qiang Zhao, Qing-long Sun, Liang Ren,
Yan-jun Chen, Jun-quan Zhu

中国，東大興安嶺山脈（Great Xing’an Range）Ganhe層溶岩
の成因と地球力学的意義:地球化学及び年代学的証拠
中国東北部大興安嶺山脈全域に中生代火山岩類が分布する．

しかしながら，東大興安嶺山脈の中生代火山岩類の活動年代や
成因に関する調査は比較的限られる．われわれの研究によって
東大興安嶺山脈Dayangshu盆地の火山岩類は玄武岩質安山岩，
玄武岩質粗面安山岩と少量の中性－塩基性火砕岩類からなるこ
とがわかっている．本研究では，中生代火山岩類の地球化学及
び活動年代について報告し，Dayangshu盆地のGanhe層の岩石
成因論及びテクトニクスについて議論する．レーザーICP質量
分析計によるジルコンのU-Pb年代は，中生代溶岩類が前期白
亜紀の後期（114.3－108.8 Ma）に生じたことを示す．これらの
一連の岩石は沈み込み帯で生成したことを指示する地球化学的
特徴を示す：（1）カルク－アルカリ岩質ないし高Kカルクアル
カリ岩質の主要元素組成；（2）LILE（Rb，Ba，Kなど）と軽
希土類元素に富む（LREEs/LILEs=7.33－9.85）；（3）HFSE
（Nb，Ta，Tiなど）にやや乏しい．さらにSr－Nd－Pb同位体
データは87Sr/86Sr初生値が0.70450－0.70463，εNd（t）が+1.8～
+3.3で，マントル起源のPb同位体組成を示す．本研究の結果及
び広域的なテクトニクスの発達過程からGanheグループの溶岩
はマントルリソスフェアがデラミネーションを起こした結果，
メタソマティズムを受けてエンリッチしたリソスフェアが減圧
融解したもので，古太平洋プレートの沈み込みに続く大陸縁辺
部の伸張をもたらしたと考えられる．

Key Words : ジルコンU-Pb年代，全岩地球化学，Sr-Nd-Pb同
位体，火山岩類，Ganhe層;中国，東大興安嶺山脈

2．Multi-geochronological study of Hakusan volcano,
central Japan
Noriko Hasebe, Yasuyuki Nakano, Hikaru Miyamoto, Toshio
Higashino, Akihiro Tamura, Shoji Arai and Ju-Yong Kim

複数の年代学的手法を組み合わせた白山火山の研究
長谷部徳子・中野靖幸・宮本　光・東野外志男・田村明弘・荒

Vol.25, Issue 2

Islands Arcは，2016年より隔月出版となりまし

た．最新号のVol. 25 Issue２が2016年３月に発行さ

れました．学会ホームページから会員ログインす

ると全文がオンラインで無料閲覧できます．是非

ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）
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析し，各岩体の定置時の晶出温度・圧力，酸素分圧を推定した．
分析試料は石英，斜長石，カリ長石，普通角閃石，黒雲母，チ
タナイト，磁鉄鉱，燐灰石，ジルコン，ザクロ石，単斜輝石か
らなる．普通角閃石Al圧力計は始新世－漸新世マフィック岩体
について0.2－0.4 kbar，中新世花崗岩類について0.5－1.7 kbarを
示す．普通角閃石-斜長石温度計は比較的低温（661-780 ℃）を
示すが，これは後の再平衡によるものと思われる．中新世深成
岩類のチタナイト－磁鉄鉱－石英組合せと普通角閃石組成からマ
グマが固化した時の酸素分圧と含水量を制約した．その結果，
中新世花崗岩類は比較的高い酸素分圧と高含水量（およそ
５wt.%）のマグマから晶出したことがわかった．中新世花崗
岩類は同様の酸素分圧，含水量，鉱物組成を示すことから，同
じ起源物質に由来すると考えられる．中新世深成岩類の晶出圧
力は様々な定置深度5.7－6.5 km（Marfioun深成岩体），～4.2
km（Ghalhar深成岩体），1.9－2.3 km（Poudalg深成岩体）を示
すが，後の断層運動によって同じ深さにまで上昇した．
Nayasar深成岩体の定置深度はUrumieh-Dokhtar火成岩帯中央
部が中新世以降年間0.25－0.4 mmの速度で上昇したことを示唆
する．

Key Words : 鉱物組成，地質温度計，地質圧力計，酸素分圧，
上昇速度，カルク－アルカリ深成岩体，Urumieh-Dokhtar火成
岩帯，イラン

5．Zircon U－Pb ages of plutonic rocks in the southern
Abukuma Mountains -Implications for Cretaceous

geotectonic evolution of the Abukuma Belt
Yutaka Takahashi, Masumi Mikoshiba, Kazuya Kubo, Hideki
Iwano, Tohru Danhara, and Takafumi Hirata

南部阿武隈山地に分布する深成岩類のジルコンU－Pb年代－阿
武隈帯の白亜紀構造発達史との関連性
高橋　浩，御子柴真澄，久保和也，岩野英樹，檀原　徹，平田
岳史
南部阿武隈山地に分布する深成岩類は，斑れい岩及び閃緑岩，
細粒閃緑岩，角閃石黒雲母花崗閃緑岩，黒雲母花崗閃緑岩，
中－粗粒黒雲母花崗閃緑岩及び優白質花崗岩からなる．斑れい
岩類のジルコンU－Pb年代は，112 Ma（角閃石斑れい岩，宮本
岩体），109 Ma（角閃石斑れい岩，塙岩体），103 Ma（斑れい
ノーライト，田人岩体）及び101 Ma（細粒閃緑岩）であった．
角閃石黒雲母花崗閃緑岩のジルコンU－Pb年代は，104 Ma（石
川岩体），113 Ma（田人岩体），105 Ma（上君田岩体, 入四間岩
体）であった．中－細粒黒雲母花崗閃緑岩のジルコンU－Pb年代
は，107 Ma（宮本岩体），105 Ma（塙岩体）で，中－粗粒黒雲
母花崗閃緑岩のジルコンU－Pb年代は105 Maであった．また，
優白質花崗岩のU－Pb年代は101 Maであった．同一試料中の黒
雲母及び角閃石のK－Ar年代を測定した結果，これらの深成岩
類は，113～101 Maに貫入定置し，その後，急速に上昇したこ
とが示唆された．

Key Words : U－Pb年代，K－Ar年代，ジルコン，普通角閃石，
黒雲母，阿武隈帯，花崗岩，斑れい岩，冷却史
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○ブルーアース2016
３月８日（火）～９日（水）10:00～17:45

場所：東京海洋大学　品川キャンパス

http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/blueea

rth/2016/program.html

（共）原子力総合シンポジウム「福島
第一原発事故から５年を経て」
３月16日（水）13:00～17:30

場所：日本学術会議講堂

入場無料

http://www.aesj.net/events/symp20160316

○第50回水環境学会（徳島）年会
３月16日（水）～18日（金）

場所：アスティとくしま（徳島市山城町）

https://www.jswe.or.jp/event/lectures/2015

.html

○第184回地質汚染イブニングセミナー
日本地質学会環境地質部会　共催

３月25日（金）18:00～20:30

場所：北とぴあ901会議室

講師：張　銘（産総研地圏環境リスク研究グ

ループ長）

テーマ：中国の土壌・地下水汚染状況と動向

月　April
○第171回深田研談話会
関東平野と長周期地震動リスク

４月15日（金）15:00～17:00

講師：古村孝志（東京大学地震研究所）

80名（先着順）参加費無料

http://www.fgi.or.jp

月　May
○第15回重金属類・残土石処分地・廃
棄物処分地診断に関わる地質汚染調査
浄化技術研修会
日本地質学会環境地質部会　共催

５月５日(木）～８日（日）（時間は各日毎に

異なります）

場所：関東ベースンセンター

会費：会員 60,000円，非会員 75,000円，学

生 30,000円※昼食代を含む

★一般社団法人日本地質学会第8回
（2016年度）代議員総会
５月21日（土）14:15～15:15

会場　北とぴあ第２研修室（東京都北区王子）

○日本地球惑星連合
５月22日（日）～26日（木）

会場：幕張メッセ　国際会議場

http://www.jpgu.org/meeting_2016/index.htm

月　June
○地質学史懇話会
６月19日（日）13:30～17:00

場所：北とぴあ８階805号室

吉岡有文：日本の科学教育映画の世界：太田

仁吉と科学教育映画の曙

宇井忠英：日本列島の火山活動は活発化して

いるのか？

6

5

4

2016.３～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，（協）

協賛．

2016年
月　March

○東日本大震災５周年シンポジウム
「この5年間を，復興の加速と次への
備えに活かすために」
主催：土木学会

３月１日（火）～２日（水）10:00～17:00

場所：発明会館 地下２階ホール

http://committees.jsce.or.jp/2011quake/nod

e/178

○JAMSTEC2016（平成27年度海洋
研究開発機構研究報告会）
３月２日（水）13:00～17:00

場所：東京国際フォーラム　ホールB７

http://www.jamstec.go.jp/j/pr/event/jamst

ec2016/

（後）愛媛大学ミュージアム企画展
【四国の鉱物展】
共催：日本地質学会四国支部

３月２日（水）～４月27日（水）

場所：愛媛大学ミュージアム

http://www.museum.ehime-u.ac.jp/

○Project A in 奄美大島
３月４日（金）～８日（火）（７・８日：巡検）

場所：奄美大島・瀬戸内町公民館

http://archean.jp/

○日本堆積学会2016年福岡大会
３月４日（金）～６日（日）

会場：福岡大学理学部

http://sediment.jp/04nennkai/2016/annai.html

○平成27年度ESR応用計測研究会・
第40回フィッション・トラック研究
会・ルミネッセンス年代測定研究会
合同研究会
３月４日（金）～６日（日）

会場：しいのき迎賓館３F（石川県金沢市）

http://ftrgj.org/activities.htm

○平成27年度海洋情報部研究成果発
表会
３月７日（月）13:10～18:00

場所：海上保安庁海洋情報部10階大会議室

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/

3

（共）Goldschmidt2016
６月26日（日）～７月１日（金）

会場：パシフィコ横浜

http://goldschmidt.info/2016/index

月　July
（共）第53回アイソトープ・放射線研
究発表会
７月６日（水）～８日（金）

http://www.jrias.or.jp/

○国際シンポジウム 地殻ダイナミク
ス2016：
異なる時空間スケールにおける地殻ダイナミ

クス過程の統合的理解

７月19日～22日（19日：巡検）

場所：高山市民文化会館

参加申し込み・講演要旨：４月15日締切

http://cd.dpri.kyoto-u.ac.jp/iscd2016/index. htm

月　August
○IGCP608第４回国際シンポジウム
８月15日（月）～17日（水）

開催場所：ロシア・ノボシビルスク

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

○第70回地学団体研究会総会（小川
町）
８月19日（金）～21日（日）

場所：埼玉県小川町 リリックおがわ

http://www.chidanken.jp/index.html

○第35回万国地質学会議
８月27日（土）～９月４日（日）

会場：南アフリカ共和国ケープタウン，国際

コンベンションセンター

http://www.35igc.org/

月　September
★日本地質学会第123年学術大会（東
京・桜上水大会）
９月10日（土）～12日（月）

会場：日本大学桜上水キャンパス（東京都世

田谷区）

（共）第60回粘土科学討論会
９月15日（木）～17日（土）

会場：九州大学医系キャンパス

講演申込：６月13日（月）～24日（金）

http://www.cssj2.org/

月　October
○Techno-Ocean 2016
10月６日（木）～８日（土）

場所：神戸コンベンションセンター

URL: http://techno-ocean2016.jp/jp/

〇IGCP589「アジアにおけるテチス
区の発達」第5回国際シンポジウム
10月27日（木）～28日（金）

プレ巡検：10月25日（火）～26日（水）

ポスト巡検：10月29日（土）～11月２日（水）

場所：Hlaing大学（ミャンマー，ヤンゴン市）

http://igcp589.cags.ac.cn/
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一般社団法人日本地質学会第8回総会開催について

第８回総会を下記の次第により開催いたします．なお，議案については，４月２日の理事会において確定いたしますので，

とりあえず予定としてお知らせいたします．確定版は本誌４月号に掲載いたします．また，代議員には直接メールでご案内い

たします．

（日本地質学会　執行理事会）

2016年５月21日（土）14:15～15:15
会場　北とぴあ　第２研修室（東京都北区王子 1 -11- 1 ）

総会議事次第

１．開会

２．議長選出

３．議案（予定）

第１号議案　2015年度事業報告・決算報告

第２号議案　代議員および理事選挙結果報告

第３号議案　2016年度事業計画

第４号議案　2016年度予算案

４．閉会

同日同会場にて下記の催しが予定されています．

「日本の地質学：最近の発見と応用2016」 時間：11:00～13:00

※これらの情報は，学会ホームページ，メールマガジン等で随時お知らせ致します．

※本年のフォトコンテストの表彰式は，4月23日に地質標本館（つくば市）にて予定しています（展示会：４月19日

（火）～５月22日（日））．

１．定款20条により，本総会は役員ならびに代議員による総会となります．代議員には，総会開催通知とともに総会

に必要な資料等を別途お送りいたします．ご都合で欠席される方は，定款28条第1項にもとづき，議決権行使書お

よび議決権の代理行使（委任状）などにより，総会に出席したものとして議決権を行使することができます．

２．正会員は，総会に陪席することができます．ただし，総会規則12条3項により，許可のない発言はできません．
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年頭にあたって（一般社団法人日本地質学会　会長　井龍康文）
日本地質学会第123年学術大会（東京・桜上水）開催通知
会長・副会長立候補意思表明者にたいする意向調査結果報告

第6回惑星地球フォトコンテスト：ジオパーク賞「太古の跡の砂滑り」
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